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支援者のサーバント・リーダーシップ的な関わりを
基軸にしたファミリーソーシャルワークの検討

－伝統技能伝承の現場におけるフィールドワークから－

西岡弥生（日本女子大学学術研究員）
会員番号No.8363

① サーバント・リーダーシップ的な関わり
② ファミリーソーシャルワーク
③ 伝統技能伝承の現場

１．研究目的

とまらない少子化の改善と増加する児童虐待の防止に向けて、
児童福祉法を始めとする関連法は改正を重ね支援体制を整備した。

しかし、その効果については不明な状況にある。

本研究の目的は、現在もなお継承が続く伝統技能伝承の現場における
フィールドワークから示唆を得て、少子化の進行に伴いマイノリティー化
する子育て家庭の親たちを、サーバント・リーダーシップ的な関わりに
よって地域で支えるファミリーソーシャルワークを検討することである。
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２．研究の視点および方法

【研究の視点．１】

図表１.児童福祉法の理念の明確化等（厚生労働省 2016）より筆者作成

少子高齢社会における「子育ての社会化」(図表１)

● 家族機能 と 地域機能の低下
育児機能の非伝承性において必要な社会的な施策 （林 1996）

● 子育て家庭のマイノリティー化
1997年に子どもの数が高齢者人口より少ない少子社会に突入

（内閣府2004）

● 子育て世代の生活困難
社会の趨勢が経済の低成長と不況による不安定な状況におかれ、

余裕を失った社会は子育てに対する寛容さを失った。

【研究の視点．２】

● 悩みが多いほど自己肯定感が低くなり、相談が
できず支援につながらない母親たち（清水 2016）

● 「安定層」と「不安定層」の自己肯定感に影響する
子育て生活スキル（生活・養育・対人関係）の習得
（西岡 2019）

● 悩みを相談をためらい孤立する親たちを包摂する
「子育ての社会化」に向けた子育て生活スキルの
伝承による地域機能の回復支援 （図表２）。

母親の自己肯定感を支える「子育て生活スキル」

子
育
て
生
活
ス
キ
ル
の
伝
承

図表2．子育ての社会化に向けた
「子育て生活スキル」伝承による地域機能の回復支援
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【研究の視点．３】 伝統技能の領域にみる次世代継承者の育成

● 地域機能と家族機能による伝統技能の継承（図表３）

次世代の継承者が地域に根付いた技能伝承システムによって育成され、

地域社会の支援的な関係性の中で自己肯定感を高め自立する（西尾 2006）。

● 稽古という技能伝承の行為に内包する教育的価値
a．社会規範意識が形成され社会化を促す、

b．型と身体性によって個性を引き出す
c．消極的教育によって学びの主体化を促す （住岡2016）。

● 舞台の主役を支えることに徹する後方の役割
能楽伝承における囃子方はシテ方に対し、「目立ってもいかんし、引き立てな

あかんし、邪魔になってもあかん」と、屏風のような存在でありながらシテ方の
全ての知識をもつことが必要になる（萩原・槇田 2014）。

図表３.技能伝承システムを援用した子育ての社会化モデル
（西岡2019）

【研究の視点．４】

少子高齢社会における「子育て生活スキルの伝承」に求められる視点と
継承者不足に歯止めをかけ実践する「伝統技能伝承」の共通性を見出す

● 少数派となる対象に各領域で必須の「スキル」
を伝承し保護と育成を図る支援者の役割

● 少数派に対する理解を中心に、その保護と育成、
さらに承認に向けた家族機能と地域機能の回復
と活用を図る変革者の役割

● 指導的視点に距離をおき、対象によりそい、奉仕
し支援するサーバントリーダーシップの視点
(Greenleaf, R. K. 1998、金井 2019、樫原 2019) (図表４)

図表４．リーダーシップの型（就活総研HP）
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【研究の方法】

調査期間 ： 2019年10月～2020年3月

調査対象 ： 伝統技能伝承の場である「稽古場(見番)」「置屋」で育成される継承者(A伝統芸能組合)
伝統技能の指導と育成に携わり、継承者を生活面からも支える育成者(A伝統芸能組合)

調査方法 ： フィールドワーク、インタビュー調査、資料収集

データ収集 ： フィールドワークにおけるフィールドメモを元にフィールドノーツを作成しデータを収集した。
インタビューは、ICレコーダーに録音し逐語録を作成したデータを収集した。
資料収集においては、入手した資料をファイリングしデータを収集した。

分析方法 ： ①②の言語データを質的記述的研究の手法によって質的な内容分析を行った。
質的記述的研究では、理論をつくりだすことを目的とせずに、研究対象となる現象を記述
することで、その現象を理解することを目的とする（グレッグ美鈴 2007：56-57）。

３．倫理的配慮

・フィールドワークにおけるインタビュー調査では、調査協力者には事前に連絡をし、
研究の依頼書、説明書、インタビューガイドを郵送し、趣旨を説明し了解をいただけた方に
インタビュー調査を行った。

・インタビュー調査の際に研究実施に関する説明文書を丁寧に読み交わし、同意書に署名・
押印を頂いた。

本調査は、日本女子大学ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会の
承認を得て実施した。（課題番号第417号）
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４．研究結果

【研究結果．１】 透明で安定した職場システム

旅館
（伝統芸能披露の「場」となる座敷）

見番（総事務所）
伝統芸能組合

顧客

顧客

観光協会

旅館組合

置屋(育成者)

継承者 継承者 継承者 継承者継承者

継承者を育成し安定した職業生活
を保障するための中核的役割を担
うのが「見番」である。

継承者は置屋に所属し伝統技能の
継承と指導を受けながら、職場と
なる「座敷」で芸を披露する。

仕事の受注、仕事の依頼、給与の
管理といった内外のハード面の
事務一切を「見番」が担うことで
育成者と継承者は安定した環境の
なかで、芸事の技能を磨くことが
できる。また、継承者が置屋を去
った後の生活保障の一環で慰労金
制度を設け、退職後の生活支援を
視野にいれた職場システムを構築
している。(図表５)

図表５．伝統技能伝承の職場システム

【研究結果．２】
継承者の多様なニーズに対応する育成者

育成者(お母さん)

継承者
(かかえ子)

継承者
(かかえ子)

子ども

老親

寮生活

ダブルワーク

置屋
(疑似的な親子・同胞システム)

・技能継承に際してはスキルだけ
でなく、継承者の生活背景も考
慮した全人的なサポート体制を
もって育成する。(図表６)

・ライン等で日頃から丁寧に意思
疎通を図る。グループラインで
は常に平等・公平に対応し、グ
ループダイナミクスを活用した
育成を図る。個別対応では、
個々の事情に応じたオンリーワ
ンの細やかな対応によってフォ
ローをする。

・スキルの上達等のスモール
ステップをクリアする度に、小
さなご褒美（承認とお祝いをを
かねた食事等）があり、育成者
と継承者が喜びを共有する。

継承者
(かかえ子)

継承者
(かかえ子)

継承者
(かかえ子)

図表６．育成者を中核にした置屋の疑似的親子・同胞システム
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【研究結果．３】

継承者チームのリーダーによる協働関係の形成-１

育成者
(お母さん)

仕事上は経営者である育成者が
初学者の継承者に直接注意等を
すると委縮するリスクのある際
は、継承者リーダーに委譲し指
導やチームの統制を任せる。育
成者と継承者リーダーの絶対的
な信頼関係において協働が可能
になる。(図表７)

育成者は、長女的存在であり
リーダー役を担う継承者に対し
ては、日頃から細やかに労をね
ぎらい次世代の育成者に育てる。

初学者の継承者が継承者リーダー
と信頼関係を形成する過程におい
て、自ずと間接的に育成者との信
頼関係も形成される。

継承者
(かかえ子)

継承者
(かかえ子)

継承者
(かかえ子)継承者

(かかえ子)

継承者
(かかえ子)

継承者リーダー
(かかえ子)

図表７．継承者チームのリーダーによる協働関係-１

【研究結果．３】

継承者チームのリーダーによる協働関係の形成-２

主たる職場である「お座敷」は、プロとして芸事
を披露する舞台であり、細やかな対応が求めら
れる接客の場でもある。高い緊張と和やかな
雰囲気づくりを行き来する、コミュニケーション能
力が求められる。

マニュアルのない緊張の連続の場で臨機応変な
動きができるには、継承者は個別の稽古だけで
なく、チームの力で成長する。

継承者は「お座敷」には同席せず、置屋で控え、
後方から見守り支える。従って、現場を任せる
チームリーダーの育成は重要になる。

初学者がお座敷に入る際は、リーダーを中心に
皆でフォローし、チームの力で育てる。(図表８)

図表８．継承者チームのリーダーによる協働関係-２
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【研究結果．４】

伝統技能継承者としての基盤形成となる準備期間
道
具
的
サ
ポ
ー
ト

①食事 入門～１か月間は育成者(お母さん)が食事の面倒をみる。手作りの食事の
提供等で食卓を共にし、伝統芸能の継承者としての生活基盤を形成する。

②髪結い 入門～１年間は、育成者(お母さん)が和装用の髪結いを務める。金銭的な
サポートになる。リーダー等が継続して髪結いを務める場合もある。

③着付け 育成者（お母さん）自らが継承者に着付けを教える。段階的に教えること
で、伝統芸能の世界で生きるレールを徐々に敷いていく。

情
緒
的
サ
ポ
ー
ト

①肯定する 些細なことでも、継承者が本来もつ良いところをみつけて肯定する。（例
「今日の指の向きはよかった」）１の長所を３ほめてその部分を大きくす
ることによって、短所が消える。

②受容する 継承者が話すことについて、育成者は全身で傾聴し受容し、そこから継承
者のニーズをつかむ。生活の枝葉のところ(家族背景等)まで把握し、状況
を理解し、支える覚悟をもって育てる。

③承認する 小さな進歩を見逃さず、その都度承認する。お座敷では直接見れないので、
伝え聞いたことでも、出来るようになったことを見逃さず褒めて承認する。

【研究結果．５】

伝統技能スキル獲得を支える育成者の働きかけ
道
具
的
サ
ポ
ー
ト

稽古参加による
実利

稽古を続けて伝統技能スキルが上達したら試験を受け、クラス（A・
B・C）が上がれば給与に反映されることを伝える。

稽古参加による
キャリア形成

仕事着が和装に限定される40歳以降のキャリア形成に向けて日本舞
踊の伝統技能のスキルを獲得することで仕事の幅が広がる
「先行投資」であることを伝える。

稽古参加を躊躇う
要因の可視化

稽古が嫌だと言って参加を拒む場合は、具体的に何が嫌かを、用意し
た嫌な理由のリストにそって明らかにする。過去の経験に影響された
固定観念が見えてくる。阻害要因を払い可能性を広げる。

情
緒
的
サ
ポ
ー
ト

稽古場のハードルを
越える

本人が「やりたい」と思う気持ちになるまで寄り添う。公の稽古場に
行くことを躊躇う場合は、事前に個別の稽古をして自信をつける。

出来栄えに関係なく
褒める

「踊れてたよ」「タイミングがあってたよ」「堂々としてたよ」
小さなことでも具体的に出来ていたことを、必ず褒める。

稽古場という公では
委縮することのない
ようサポートする

皆の踊りについていけない場合、少し休憩をとって個別に教える。
一番躓いて委縮の原因になっているところを取り除く。「他は全部で
きてるから大丈夫」と隣に沿い、「大丈夫」「できてるよ」と声をか
け出来るところを増やし、キャッチアップする。

伝
統
技
能
ス
キ
ル
が
身
に
つ
き
踊
れ
る
よ
う
に
な
る
と

自
信
が
で
て
、
踊
り
以
外
の
場
で
も
気
持
ち
に
余
裕
が

で
て
く
る
。
自
分
の
生
き
方
ス
タ
イ
ル
が
定
ま
り
、

堂
々
と
人
生
を
歩
む
姿
勢
に
な
る
。
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【考察．１】

５．考 察

「指導」に距離をおいた育成者の継承者に対する
「奉仕」と「支援」の働きかけ

●初学者入門の初期段階における細やかな「奉仕」と「支援」

・昔は生活習慣のなかにあたりまえのようにあった和服も、触れるのも袖を通すのも初めての経験になる。
・育成者が継承者の髪を結い着付けを教える行為は、道具的サポ―トであると共に情緒的サポートも提供する。
・育成者は継承者に対し奉仕の姿勢で、新しい生活様式を伝え、身体化を促す、関係性における支援である。
・画一的な指導ではなく寄り添いと奉仕によって、初学者に安心と安全感を提供し、生活の定着を支援する。

●食卓を共にすることで孤立を予防し醸成される信頼と愛着

・伝統芸能の世界は、日中は稽古で夜間がお座敷の仕事というように１日の殆どの時間が芸事に費やされる。
・稽古を始めてからの３か月間が、稽古を続ける意志や体力が続くか否か定まる期間だという。
・育成者は継承者と食卓を共にすることで、孤立を防止し、継承者の心身の健康状態を管理する。
・食事の提供という道具的サポートは、単身で新しい生活様式の世界に入る継承者にとって、身近で頼れる
存在の育成者との間に信頼と愛着を形成する情緒的サポートともいえる。

ゆるやかな統制のなかで保護と育成を
包摂する「承認」というツール

【考察．２】

●ゆるやかな統制で成される継承者の保護と育成

●継承者と育成者をつなぐ「承認」というツール

・伝統技能伝承における職場システムは、確固たる骨組みをもち安定した職業生活が送れるように
配慮した仕組みであるが、個々の置屋の運営は各自のやり方に任され育成者の自由度は高い。

・置屋に所属する継承者においても、置屋で生活する、寮で生活する、アパートを借りて生活する、
自宅から通う、と継承者自身で生活スタイルを選択し、自分のとってベストな方法で仕事とスキルを
習得することができる。

・「お座敷」という舞台では、チームワークが重要になるため、継承者間は日頃から充分なコミュニケー
ションをとり、仲間の体調や状況を把握する必要がある。育成者についてはなおのことである。

・ゆるやかな統制の下で、十分なコミュニケーションをとり、「お座敷」という舞台でチームワークを
発揮するために、育成者は日頃から状況把握の連絡に「承認」というツールを織り込む。

・チーム全体への承認、個別の承認、によって実生活においてゆるやかな統制が、「承認」によって
包摂され、継承者の保護と育成が成される。
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【考察．３】 ファミリーソーシャルワークにおける援用
の可能性

●サーバントリーダーシップ的な伝承

・町内会単位の規模で地域社会で子育て家庭の
お世話(奉仕)をする子育てサーバントを育成する。

・「食」を伴う集いの拠点もしくは「食」の提供
システムを構築し、子育てサーバントが養育者と
食事を共にできる環境をつくる。

・子育てサーバントは、日頃からSNS等でコミュニ
ケーションをとれる環境を整え、養育者へ承認の
メッセージを送ることでゆるやかにつながる。

●初学者入門の初期段階の
細やかな奉仕と支援

●食事を通した孤立予防と
信頼と愛着の醸成

●ゆるやかな統制における
継承者の保護と育成

●継承者と育成者をつなぐ
「承認」というツール

伝統技能伝承 子育て生活スキルの伝承

【考察．４】 支援者のサーバント・リーダーシップ的な関わりを
基軸にしたファミリーソーシャルワークの検討

養育者は承認
メッセージによる
エンパワメントで
社会関係を結ぶ

成長の場としての子育てよろず塾
子育て生活スキル(家事・養育・対人関係)の伝承
社会保障を始めとする各種社会資源の基礎知識の伝承
日常生活のトラブルに対応する法的な知識の伝承

各地域の子育てサーバント
ネットワーク

サーバント的伝承者

サーバント的伝承者

地域資源

地域資源

子育てカフェ・子ども食堂・自治会館等

子育てサーバントの設置

養育者
養育者

養育者

養育者
養育者

開拓

育成

承認メッセージ配信拠点

承認
承認承認

承認

承認

子ども

子ども子ども
子ども

子ども

子育てサーバント
が身近にいる地域
社会の関係性の中
で養育者自身が成
長せい自律生活を
営むFSW

自己肯定感
を高める

少子高齢社会における支援者は
子育て生活スキルの伝承者と
して子育て家庭の身近で寄り添う
位置にいることが求められる。

子育てのモデルが乏しい地域社会
において、初学者である養育者の
小さな努力や成長を見逃さずに
承認し、親として生きる自信が
得られるよう奉仕し支える姿勢が
重要になる。

子育てサーバントとなる支援者が
地域の町内会単位の承認メッセージ
配信拠点となり、養育者たちをエン
パワメントし、彼らが自己肯定感を
高め社会関係を取り結びながら成長
できる仕組みとしてのファミリーソ
ーシャルワークを検討する。(図表９)

図表９．子育てサーバントを基軸にしたファミリーソーシャルワーク
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